
Windows 10 で Clipchamp（クリップチャンプ）を無料インストールする方法 

 

① Microsoft Store を開く 

• タスクバーの検索ボックスに 「Microsoft Store」 と入力して開きます。 

② Clipchamp を検索 

• Store の右上にある検索窓に 「Clipchamp」 と入力します。 

③ アプリを選択 

検索結果に表示される 

「Microsoft Clipchamp」（Microsoft Corporation）をクリックします。 

④ ［入手］ボタンを押す 

• 「入手」または「インストール」をクリックすると、無料でダウンロードが始まります。 

⑤ インストール完了後、起動 

• インストールが終わると「開く」ボタンが表示されます。 

• 初回起動時は Microsoft アカウントでサインインが必要です。 

 

     Windows 10 での動作条件（重要） 

Microsoft Store の情報によると、Clipchamp の動作には以下が必要です： 

項目 必要条件 

OS Windows 10 Version 18362.0 以降 

メモリ 8GB 推奨 

Microsoft アカウント 必須 

 

   補足：Clipchamp は Windows 10 でも問題なく使える 

Microsoft の公式ページでも、 

Windows 10 ユーザーはアプリをインストールして利用できると明記されています。 

 

 

Windows 11 で Clipchamp（クリップチャンプ）を無料インストールする方法 

Windows 11 の場合は Clipchamp が標準搭載されているため、Windows 10 よりもさらに簡単に使い始められ

ます。 

検索結果にも、 

「Windows 11 ユーザーはスタートメニューから Clipchamp を検索できます」 と明記されています。 

 

      Windows 11 での Clipchamp の使い方（インストール不要） 

Windows 11 では、Clipchamp は最初から入っています。 

そのため、以下の手順で すぐに起動できます。 

✔ 手順（最も簡単） 

1. スタートメニューを開く 

2. 検索窓に 「Clipchamp」 と入力 

3. 表示された 「Clipchamp」アプリをクリックして起動 



これだけで使えます。 

 

      もし Clipchamp が見つからない場合（まれにあります） 

Windows 11 でも、環境によっては Clipchamp が未インストールの場合があります。 

その場合は、Microsoft Store から無料で入れられます。 

✔ Microsoft Store からインストールする方法 

1. Microsoft Store を開く 

2. 検索窓に 「Clipchamp」 と入力 

3. 「Microsoft Clipchamp」 を選択 

4. ［インストール］ をクリック 

5. 完了後、［開く］で起動 

検索結果でも、Windows 11 でのインストール手順が紹介されています。 

 

     Windows 11 の Clipchamp の特徴（検索結果より） 

• Windows 11 に 標準搭載 

• スタートメニューからすぐ起動できる 

• 必要に応じて Microsoft Store から再インストール可能 

 

 

「起動後の初期設定」 10.11 共通 

Clipchamp を 初めて起動した直後に行う初期設定を、分かりやすく整理してお伝えします。 

ここを押さえておくと、編集作業がとてもスムーズになります。 

 

            Clipchamp 起動後の初期設定（Windows 10 / 11 共通） 

① Microsoft アカウントでサインイン 

Clipchamp は Microsoft のサービスなので、最初にサインインが必要です。 

• Microsoft アカウントを入力 

• パスワードを入力 

• 2 段階認証がある場合は確認 

※サインインすると、テンプレートやクラウド保存が使えるようになります。 

 

② 「新しい動画を作成」画面へ進む 

サインイン後、ホーム画面が表示されます。 

ここでできること： 

• 新しい動画を作成 

• テンプレートから作成 

• 過去のプロジェクトを開く 

まずは 「新しい動画を作成」 をクリックするのが基本です。 

 

🛠 初回だけ設定しておくと便利な項目 

③ プロジェクト名をつける 



画面上部の「無題の動画」をクリックして、名前をつけておくと管理が楽になります。 

例： 

• 「地域交流会 2025_記録」 

• 「学習会_オープニング動画」 

 

④ アスペクト比（画面サイズ）を設定 

左下にある「アスペクト比」から選びます。 

用途に応じて： 

• 16:9（横長） → YouTube、プロジェクター、学習会の記録 

• 9:16（縦長） → スマホ向け動画 

• 1:1（正方形） → SNS 向け 

昌彦さんの地域活動の記録なら 16:9 が最適です。 

 

⑤ メディアの読み込み（素材の取り込み） 

動画編集のスタート地点です。 

• 「メディアをインポート」ボタンをクリック 

• PC 内の動画・写真・音声を選択 

• ドラッグ＆ドロップでも OK 

Clipchamp は素材をクラウドに保存するので、PC の容量を圧迫しにくいのも利点です。 

 

      ⑥ 音声・マイクの許可設定（必要な場合） 

ナレーションを録音する場合、初回だけ許可が必要です。 

• 「マイクを使用しますか？」 → 許可 

• 「カメラを使用しますか？」 → 必要なら許可 

 

 

参考 

Windows のバージョンの調べ方 

検索窓に winver と入力する 


